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はじめに（総論） 
 

Ⅰ 基本計画とは 

本市の総合計画は、「石岡市総合計画基本構想」（以下、「基本構想」）と行動計画

である「石岡市総合計画第１期基本計画」（本冊 以下、「基本計画」）で構成されて

います。その内、基本計画は、基本構想で定めている目指すべき将来像の実現のため

に、９つの政策目標の基本方針を示すものとして策定され、政策目標に紐づく61の基本

施策の展開方向や成果指標、主な活動を分野別に示すことにより、効果的・効率的で実

効性の高い計画となっています。 

また、市長任期に連動する計画とすることで、任期期間で何を目指し、どのように行

動していくのかを明らかにするとともに、各分野の施策展開をリードする事業をリーデ

ィングプロジェクトとして位置づけ、迅速かつ効果的な施策を展開していきます。 

基本計画に基づき、今後のまちづくりの中で、安全・安心な社会の実現や市の魅力向

上と発信力の強化、対話や学びを重視した取組を計画的かつ戦略的に実施するととも

に、社会情勢に対し、しなやかで持続可能かつ「成長する・成長できる」本市のまちづ

くりを推進します。 

 

Ⅱ 計画の構成と期間 

総合計画は、「基本構想」、「基本計画」の２層により構成します。基本構想を基本

計画に紐づけることで、目標と手段の関係が明確なわかりやすい計画とします。 

 

（１）基本構想（令和４年度から令和13年度の10年間） 

基本構想は、長期的な展望に立ち、石岡市の目指すべき将来像とその実現のための政

策展開の基本方針を示すものとして策定します。 

 

（２）基本計画（市長任期と連動） 

基本計画は、基本構想実現のための施策の展開方向や成果指標、主な活動を分野別に

示した、市長任期と連動した実効性の高い計画とします。基本計画における各種取組の

進行管理は、基本計画における成果指標評価と事務事業評価を主軸としたPDCAサイクル

により総合計画審議会での外部有識者等の視点を踏まえた見直しを行っていきます。 
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Ⅲ 計画の進行管理 

基本計画を着実に実行していくため、ＰＤＣＡサイクルにより毎年度、進捗状況を踏 

まえた内容の見直しを行います。基本計画は実効性の高い行動計画であるとともに、環

境の変化や多様な市民ニーズに的確に対応するため、毎年度の進行管理・内容の見直し

により、改善を続ける計画でもあります。 

 

 

 

令和４

年度

令和５

年度

令和６

年度

令和７

年度

令和８

年度

令和９

年度

令和10

年度

令和11

年度

令和12

年度

令和13

年度

(2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031)

基本構想

第１期

基本計画
第２期基本計画 第３期基本計画

将来像
10年後の石岡市が目指すべ

き将来の姿。

基本理念
将来像実現のために常に持

つべきまちづくりの考え方。

SDGｓ共通テーマ
持続可能な社会の実現のため、

すべての政策目標、基本施策

に共通して取組むべき事項。

施策の大綱
効果的な施策展開を図るた

め、施策どうしを束ねる政

策目標と、一体的に進める

べき政策目標を束ねた重点

分野。

将来像実現のために基本
計画において重視すべき
運営方針
市長任期連動型に伴い、任

期の間に重視すべき運営方

針。

基本施策
政策目標に紐づき、将来像

達成のために具体的に取り

組むべき事項。各事務事業

を束ねるまとまり。

基本構想

基本計画

PLAN 
計画 

ACTION 
改善 

DO 
実行 

CHECK 
評価 
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Ⅳ 施策の大綱 

将来像の実現のため、３つの理念を持ち、全政策・施策に共通するテーマを保持しつ

つ、より効果的な政策展開を図るため、一体的に進めて行くべき政策同士を束ねる分野

を設け、4つの分野と8つの政策目標を設定します。 

その４つの分野の中でも市民が本市に愛着を持ち、その魅力を広く発信できる姿を目

指すため、本市の強みである歴史や観光を最大限活用し、市内外に情報発信する姿勢を

明らかにするため「魅力向上」分野を設け、市民の生活に密接に関連する「まち」・

「ひと」・「暮らし」分野と並列で配置することで、本市が注力する分野を明示する体

系の構成とします。 

 

また、4 つの分野を下支えするものとして、「チャレンジする市役所」（行財政改革大綱）を位置

づけます。挑戦し、やりがいが得られる組織風土・人財育成を目指すとともに、限りある財源を効

果的・効率的に活用するための施策を盛り込みます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体系図は仮のものを載せています。 

より見やすいものに変更いたします。 
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各論 
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各論 
 

Ⅰ 市の方針 

１ 市の方針とは 

市の方針とは、基本構想の実現に向け、市長任期を計画期間とする基本計画全体にお

いて重視する方向性を示すものです。市の方針を定めることにより、限りある財源の中

で、より効果的なまちづくりを進めます。 

 

２ 本市の状況 

本市の人口は、平成17年の合併時の81,887人と比較すると、令和３年10月に71,340人

まで減少しています。 

社会動態において、特に若い世代の女性の減少により生産年齢及び年少人口の転出が

多いことに加え、出生数の低下が生じています。また、老年人口の割合が増加してお

り、今後も少子化と高齢化の進行が見込まれます。 

一方、新型コロナウイルス感染症等の予測不可能な危機が頻発する中で、従来の働き

方や暮らしが見直され、東京一極集中から地方回帰への考え方も出てきています。そう

した中、豊かな自然環境や歴史という本市の特性、交通アクセス等の利便性の向上や、

特色ある子育て支援・教育の取組等が、新たな関係人口・交流人口の創出や持続可能な

地域づくりの可能性となっています。 
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出典：常住人口調査のデータに基づき、コーホート要因法にて推計 

（平成 27年、令和２年は実人数） 

図 転入超過数 

出典：総務省統計局住民基本台帳移動報告(令和 2年) 



 

9 

 

３ まちづくりの将来像・基本理念・共通テーマ 

（１）将来像 

本市の将来構想（令和４年度～令和13年度）において、市の目指すべき将来像を次の

ように定めています。 

 

誰もが輝く未来へ 共に創る石岡市 
 

この将来像を胸に、結婚、出産、子育て、教育、社会経済活動、生きがい等、生涯に

わたり誰もがあらゆるライフステージで、輝く未来を創り上げることができる石岡市を

目指します。そのためには、安全で安心なまちづくりや、魅力ある様々な地域資源を活

かしたまちづくり、対話による学びを通じた共創のまちづくりを進める必要がありま

す。複雑化・多様化する社会情勢に柔軟に対応しながら、持続可能な社会を、創り上げ

ていきます。 

 

（２）基本理念 

共に創る将来像の実現のため、市民満足度調査、市民ワークショップ、高校生ワークシ

ョップなどで出されたキーワードを中心に、大切にしたい基本的な考えを３つの基本理念

として定めています。 

 

「安全・安心」「魅力・発信」「対話・学び」 
 

（３）ＳＤＧｓ共通テーマ 

本市総合計画においては、将来像の実現のため、ＳＤＧｓの視点を取り入れ、その中で

も、特に力点を置く分野として人口減少及び少子高齢化、関係人口増加対策を行うこと、

情報通信技術を最大限活用することを進め、市民と行政、市民と市民、多様な主体がつな

がり合うことで、ともに魅力を育み、輝き合い、まちづくりを行っていくことを、全ての

政策・施策に共通テーマとして掲げています。 

 

SDGｓの中でも将来像の実現のために特に力点を置くテーマ 

  人口減少・少子高齢化・関係人口増加への対策 

 協働によるまちづくりの推進 

 情報通信技術の活用 
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４ 市の方針 

将来像の実現のため、市の方針を次のように定めます。 

 

 

 

 

 

■ 共生（共に生きる）           

共に生きるために、自然災害や火災から市民の生命・身体・財産を保護し、交通事故

や犯罪等に対する市民意識を高めることで、安全・安心に暮らせる社会を目指します。 

また、本市ならではの都市部・田園空間それぞれの特性を活かした都市基盤の整備や

環境の整備保全を進めるとともに、性別、国籍、障がいの有無、価値観などの違いに関

係なく、一人ひとりが活躍し、認め合う地域社会を目指すことで、「共に生きる」社会

を構築します。 

 

■ 共育（共に育つ）           

共に育つために、だれもが住んでみたいまち、住み続けたいまちとして、結婚への支

援や安心して子どもを産み育てられる環境整備を進め、子育て世代に魅力的なまちづく

りを目指します。また、本市独自の学校教育を推進することで、児童・生徒の生きる力

を育み、いきいきと学べる環境を整えるとともに、多様な生涯学習を推進し、市民一人

ひとりの学びを支援します。 

さらに、全ての市民が健康で安心した生活を営むことができるよう、保健・医療・福

祉が充実した社会や、社会情勢の変化にも迅速かつ柔軟に対応できる社会を実現するこ

とで、「共に育つ」社会を構築します。 

 

■ 共働（共に働く）           

地域の持続的な発展を創出するために、本市の豊かな自然と立地条件等の環境を最大

限に活かした産業振興を進め、だれもがいきいきと働き続けることができるまちを目指

します。 

また、シティープロモーションの強化により、本市が持つ様々な自然や歴史等の地域

資源や観光資源の魅力を市内外に広く積極的に発信し、市民が市に愛着や誇りを持つこ

とができるとともに、あらゆる主体が、それぞれの役割分担の基で行政と連携・協働し

てまちづくりを行うことで、「共に働く」社会を構築します。 

 
市の 
方針 共生 共育 共働 
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Ⅱ リーディングプロジェクト 

本計画では、４つの分野「輝く魅力向上」「輝くまち」「輝くひと」「輝く暮らし」

ごとに、各分野の施策展開をリードする事業をリーディングプロジェクトとして位置づ

け、迅速かつ効果的な施策や支援を展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輝く「魅力向上」プロジェクト 

市民が本市に愛着を持ち、その魅力を広く発信できる姿を目指すため、本市の強みである

歴史や観光を最大限活用するなどにより、市の「「魅力」を「「向上」させるとともに、市内外

に情報発信を行います。 

輝く「まち」プロジェクト 

市民が日々生活する基盤である「「まち」をよりよいものとしていくため、災害や犯罪など

の社会的な不安要素に対して、自助「・共助「・近所「・公助により安全「・安心の確保を目指すと

ともに、都市部「・田園空間の特性を活かし、都市基盤の整備「・生活環境の向上を目指します。 

写真 写真 

写真 写真 
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輝く「ひと」プロジェクト 

市民一人ひとりの生涯に焦点をあて、市民の健康増進、医療の充実、福祉の向上を目指す

とともに、結婚、出産、子育て、教育「・学びといった生涯のあらゆるライフステージでいき

いきと生活を送ることのできるまちを目指します。 

輝く「暮らし」プロジェクト 

市民が日々生活する地域の「「暮らし」を充実するため、地域内で自立し、持続的な産業振

興を進めます。 

また、市民がいきいきと地域で暮らし続けることができるよう、市民や事業者などが行政

と一体となって共にまちづくりを進めることで、多様性を尊重した共生社会の構築を目指し

ます。 

写真 写真 

写真 写真 
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Ⅲ 政策目標ごとの基本施策 

１ 基本施策の構成と趣旨 

基本施策では、施策単位での長期目標として最初に「あるべき将来の姿」を定め、そ

の姿に到達するために現状を把握したうえで今行うべきことは何をするべきかという考

えで作られており、これをバックキャスティングといいます。 

将来の姿の実現のため、本市のおかれている現況と課題を踏まえ、基本計画期間内に

おいて、主要な取組に代表される各種事業を明示しており、その進行管理においては将

来の姿への進捗を測るための成果指標を設け、その指標に対する評価をＰＤＣＡサイク

ルに組み込むことにより、各種取組がより効果的・効率的になるように取り組みます。 

 

 

 

２ 基本施策の位置づけ 

「政策目標」と「基本施策」、「基本施策」と「事務事業」はそれぞれ目的と手段の

関係になっています。基本構想における「政策目標」とは、将来像実現のために市が目

指すべき部門別のまちづくりの方向性や手段を示すものであり、「基本施策」とは基本

構想に明記された政策目標達成のための手段であり、「事務事業」とは基本施策を実現

するための具体的手段、つまり予算に直結した個別事業を指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手段 手段 

目的 目的 

基本構想 基本計画 

基
本
理
念 

将
来
像 

共
通
テ
ー
マ 

分野ごとの 

政策目標 
事務事業 基本施策 

あるべき将来の姿から逆算して 

今やるべき取組を考えます。 

市の方針 

「共生・共育・共働」 
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３ ページ構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あるべき将来の姿 
政策目標が実現した石岡市の姿
として、将来の石岡市において、
あるべき姿を定めています。 

■基本施策の成果指標 
あるべき姿へ近づくための指標
として、各種取組の成果と連動
した指標を記載しています。 

■現状・これまでの取組 
本市を取り巻く社会情勢や、国「・
県「・本市の統計データ、法改正等
を踏まえ、基本施策の現状を整
理するとともに、基本施策にお
けるこれまでの成果等を記載し
ています。 

■課題 
社会情勢や基本施策の進捗状況
を踏まえ、基本施策の課題を記
載しています。 

■関連計画 
基本施策に関連する個別計画等
を記載しています。 

記載例 
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■主要な取組 
基本計画期間内における主要な
取組内容や取組を実行する部署
名を記載しています。 

■具体的な取組における参考指標 
主要な取組を推進することによって得られ
る結果を検証するために設定する指標です。 
基準値は、新型コロナウイルス感染症の影響
等を鑑み、令和元年度～令和３年度の中で指
標ごとに変更しております。 
目標値は、取組の特性に応じて設定してお
り、これらの目標値の達成により、前ページ
における「「基本施策の成果指標」に結びつく
ように設定しています。 

■コラム 
基本施策における特徴ある取
組、用語の解説等を、写真などと
併せて記載しています。 



 

16 

 

４ 政策目標ごとの基本施策 

 


